
板橋稲門会
25年度イベントご案内

一緒に楽しむイベントが好評のため、より
いっそう充実した企画内容で開催していき
ます。

板橋稲門の集い （平成25年総会・懇親会） ５月18日（土）
23区支部大会
　2014年３月９日（日）  ぜひご参加を!
稲門祭・ホームカミングデイ 10月20日（日）
ゴルフコンペ 
　４月４日（終了）、９月19日（木）、11月13日（水）
ウォーキングの会 
　４月21日（日）、11月９日（土）、
　2014年３月29日（土）
音楽の集い  日程調整中(年2回以上開催予定)
板橋花火観賞会  ８月３日（土）
食べ歩きの会  2014年３月15日（土）
　　　　　　　　　(年2回開催予定)

スポーツ観戦  10月27日（日）：野球・早慶戦
　　　　　　  12月１日（日） ：ラグビー・早明戦
会員懇親会  ８月31日（土）：納涼会
囲碁の会  １～２ヵ月ごとに開催
区内工場見学会（新企画）  日程調整中
板橋稲門の集い（平成26年総会・懇親会）  
　2014年５月17日（土）予定　５月14日（水）予備日

※上記日程は変更になる場合もあります。
★返信ハガキの希望イベントに○を付けていただくと、事前
にご案内を差し上げます。ホームページ、フェイスブック
にも掲載しますので、折にふれてチェックしてください。

ホームページ　http://www.i-toumonkai.jp/

フェイスブック　http://www.facebook.com/ita.toumon

　

平
成
24
年
５
月
15
日
午

後
６
時
よ
り
「
板
橋
区
立

文
化
会
館
」
に
て
開
催
。

　

第
１
部
総
会
の
司
会
は
北
島
副
会
長
。
大
鹿

副
会
長
の
開
会
の
辞
に
続
き
、
渡
辺
会
長
が
挨

拶
を
行
っ
た
あ
と
、
渡
辺
会
長
を
議
長
に
選
出

し
、
議
事
に
入
っ
た
。
鷹
觜
幹
事
長
の
事
業
報

告
と
事
業
計
画
、田
上
会
計
幹
事
の
会
計
報
告
、

白
鳥
監
査
幹
事
の
監
査
報
告
、
恩
田
会
計
幹
事

の
予
算
案
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
北
島
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
無

事
終
了
し
た
。

　

第
２
部
の
司
会
は
村
上
常
任
幹
事
。
ま
ず
渡

辺
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
早
大
根
本
地
域
担
当

部
長
に
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
部
長
よ
り
年
間

４
学
期
制（
ク
オ
ー
タ
ー
制
）に
つ
き
説
明
。
続

い
て
豊
島
稲
門
会
の
石
川
会
長
よ
り
来
賓
を
代

表
し
て
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
中
村
常
任
幹

事
の
乾
杯
の
音
頭
の
あ
と
、
懇
談
に
入
っ
た
。

　

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
早
大
マ
ン
ド
リ

ン
楽
部（
現
役
８
人
、
Ｏ
Ｇ
１
人
）に
よ
る
演
奏

会
。
閉
会
時
間
が
来
た
の
で
、
田
中（
康
）副
会

長
の
リ
ー
ド
で
校
歌
を
斉
唱
。
菅
原
副
幹
事
長

の
閉
会
の
辞
で
終
了
し
た
。

出
席
者

〔
来
賓
〕

早
大

　

根
本 

進 

地
域
担
当

　

兼 

教
務
部
事
務
部
長

北
稲
門
会

　

飯
野
嘉
一
郎
会
長

文
京
稲
門
会

　

内
田
佑
司
会
長

豊
島
稲
門
会

　

石
川
宜
司
会
長

中
野
稲
門
会

　

横
沢
国
夫
副
会
長

千
代
田
稲
門
会

　

山
川
裕
美
子
幹
事 

〔
会
員
〕
48
名

　
　
　

記
・
龍
田 

幹
雄
（
30
年 

理
）

▲
平
成
24
年
度
総
会
ご
報
告
▼

板橋稲門会会報　第15号
平成25年4月25日
発行 板橋稲門会事務局

 〒173-0036
 板橋区向原1－22－11鷹觜方
TEL & FAX 6789-3343
http://www.i-toumonkai.jp/
http://www.facebook.com/ita.toumon

渡辺 直幸 会長

◎東京23区支部長区◎
早稲田大学校友会「東京都23区支部長区」

担当について
　平成25年度は、板橋稲門会が23区支部長区を担当します。
　23区支部は、全国で一番規模の大きい校友会でその運営は１年ごとの
輪番制で行われております。
　支部長区の担当を前に、板橋稲門会として渡辺会長並びに役員各位のご
協力による組織強化のためのワーキンググループを中心に一つ一つ積極的
に活動し体制を固めてきました。
　支部長区担当の役割は、母校の発展に寄与することと会員相互の親睦を
深化することに資することです。そのための大きな役割は、①23区支部
としての運営に関する懸案事項の取りまとめ ② 稲門祭（ホームカミングデ
イと同日開催）を盛り上げること ③ 23区支部大会の中心的役割を果たす
ことです。
　特に、23区支部大会は例年およそ300名の会員が参加する大イベント

です。
　板橋稲門会として役員を先頭に、
是非一人でも多くの会員の絶大なる
応援をいただきたく思います。よろ
しくお願いいたします。

　 板橋稲門会 幹事長　鷹觜 愼吾
2012年9月23日開催の
23区支部大会の様子
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▼
板
橋
稲
門
会
ゴ
ル
フ
▲

★
第
25
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
24
年
４
月
４
日（
水
）高
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

優
勝
・
斎
藤　

友
一
氏
（
50
年 

文
）

　

遡
る
こ
と
35
年
前
ゴ
ル
フ

を
始
め
て
間
も
な
い
頃
高
坂

カ
ン
ト
リ
ー
で
プ
レ
ー
、
や
っ

と
１
０
０
を
切
れ
る
頃
だ
っ

た
と
思
う
。
ゴ
ル
フ
場
は

す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
記
憶

に
残
っ
て
い
る
ホ
ー
ル
は
一

つ
も
な
し
。
樹
木
は
巨
木
に

な
り
難
し
さ
は
か
な
り
の
も

の
。
ス
コ
ア
は
96
ス
ト
ロ
ー

ク
、
35
年
前
と
大
し
て
か
わ

ら
ず
も
、
ハ
ン
デ
ィ
に
恵
ま

れ
初
の
参
加
で
初
優
勝
。
実
に

楽
し
い
１
日
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
一
人
と
し

て
生
あ
る
限
り
ゴ
ル
フ
場
に
通
う
積
も
り
で
す
。
今
後
も
楽
し
い
お

付
き
合
い
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
第
26
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
24
年
９
月
27
日（
木
）

さ
い
た
ま
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
お
ご
せ
コ
ー
ス

　

優
勝
・
恩
田　

通
夫
氏
（
46
年 

教
）

　

台
風
18
号
接
近
の
中
、
総

勢
17
名
と
い
う
人
数
が
揃
い
、

１
組
目
が
ス
タ
ー
ト
し
て
行

き
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
心
配
と
は
裏

腹
に
雨
も
降
ら
ず
一
日
中
快

適
に
プ
レ
ー
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
第
４
組
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
の
時
間
、
そ

の
間
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ

で
少
々
緊
張
気
味
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
山
田
さ
ん（
58
理
）

の
豪
快
な
シ
ョ
ッ
ト
、
続
い
て

慎
重
派
の
小
澤
さ
ん（
Ｈ
12
法
）、右
に
曲
が
っ
た
私
、
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
の
あ
る
第
１
シ
ョ
ッ
ト
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
何
だ
か
前
半
は
本
来
の
私
で
は
な
く
、
調
子
が
よ
く

て
ハ
ー
フ
42
で
回
り
、
一
番
驚
い
て
い
る
の
が
当
の
本
人
で
し
た
。

昼
食
に
は
、
い
つ
も
そ
れ
ほ
ど
飲
ま
な
い
ビ
ー
ル
な
ど
飲
ん
で（
い

つ
も
な
ら
後
半
は
こ
れ
で
崩
れ
る
）、
気
を
良
く
し
て
午
後
の
ハ
ー
フ

に
の
ぞ
み
、
ま
ず
ま
ず
の
後
半
を
終
了
し
ま
し
た
。
成
績
発
表
で
は
、

な
ん
と
優
勝
と
い
う
思
い
も
か
け
な
い
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
ゴ
ル

フ
の
神
様
に
感
謝
、
感
謝
で
す
。

　

多
く
の
強
豪
が
い
る
中
で
優
勝
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
、
こ

の
上
も
な
い
歓
び
で
あ
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
精
進
し
て
、
楽
し
い
ゴ

ル
フ
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

★
第
27
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平
成
24
年
11
月
12
日（
水
）高
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

優
勝
・
田
中　

暁
子
氏
（
田
中
巌
氏
夫
人
）

　

主
人
の
大
先
輩
方
と
ご
一

緒
す
る
の
で
ご
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
思
い
無
我

夢
中
で
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

高
坂
CC
の
名
キ
ャ
デ
ィ
ー
に

落
と
し
所
や
ラ
イ
ン
の
読
み

方
を
し
っ
か
り
教
え
て
も
ら

え
た
せ
い
か
、
い
つ
も
以
上

の
出
来
ば
え
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
緊
張
し

ま
す
が
、
私
は
そ
の
後
の
祝

賀
会
？
反
省
会
が
大
好
き
で
、

こ
こ
で
も
早
稲
田
カ
ラ
ー
を
じ
っ
く
り
と
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。「
集
う
よ
ろ
こ
び
」と「
和
や
か
な
会
」に
参
加
で
き
た
こ
と

を
感
謝
し
ま
す
。

▼
第
16
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
▲
平
成
24
年
４
月
15
日（
土
）

彩
湖
と
さ
く
ら
草
を
楽
し
む

　

西
高
島
平
駅
を
８
時
30
分
に
快
晴
風
も
な
い

中
、
新
会
員
３
名
含
め
23
名
は
彩
湖
に
向
け
出

発
。
荒
川
に
か
か
る
笹
目
橋
を
渡
る
。
少
々
道
は
狭
く
歩
行
者
、
自

転
車
で
の
通
行
者
に
注
意
し
荒
川
左
岸
に
出
る
。

　

そ
こ
か
ら
は
土
手
を
歩
く
コ
ー
ス
で
、
左
手
に
は
荒
川
の
ゆ
っ
た

り
し
た
流
れ
の
中
を
競
技
用
の
エ
イ
ト
艇
が
波
紋
を
残
し
行
き
来
し

て
お
り
、
遠
く
に
は
山
並
み
を
見
な
が
ら
、
更
に
下
流
に
は
遠
く
戸

田
市
、
蕨
市
の
高
層
住
宅
ま
た
雨
後
の
生
き
生
き
し
た
草
木
を
眺
め

な
が
ら
の
最
高
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
。

　

し
ば
ら
く
行
く
と
、
左
側
に
は
取
水
堰
を
そ
の
先
は
右
手
に
街
中

　　2013（平成25）年4月25日発行

第25回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
優　勝　斎藤　友一　   96    （14）　  82
準優勝　乗光　弘二　 101　　17　　84
３　位　並木　正道　 112　　28　　84

第26回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
優　勝　恩田　通夫　   87　　13　　74
準優勝　乗光　弘二　　94　　17　　74
３　位　岡田　　豊　　83　　  7　　75

で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
汚
水
処
理

場
を
見
て
、
荒
川
と
彩
湖
を
結
ぶ
幸
魂

大
橋
の
下
を
通
り
自
然
観
察
館
に
到
着

し
た
。
気
持
ち
の
良
い
温
度
も
少
々
暑

さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
観
察
館
は
荒
川
の
自
然
を
構
成

す
る
動
植
物
の
生
態
の
変
遷
、
治
水
状

況
等
幅
広
く
勉
強
す
る
に
は
格
好
の
と

こ
ろ
と
感
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
素
晴
ら

し
い
施
設
の
あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
な

か
っ
た
私
に
と
っ
て
目
か
ら
う
ろ
こ
の

と
れ
た
思
い
が
し
た
。

　

ま
た
眼
下
に
広
が
る
彩
湖
公
園
の
全

貌
が
見
ら
れ
桜
の
花
も
ま
だ
ま
だ
あ
ち

こ
ち
で
存
在
感
を
示
し
て
い
た
。

　

彩
湖
で
は
、
模
型
ヨ
ッ
ト
の
レ
ー
ス
を
し
て
い
る
光
景
も
見
る
こ

と
が
で
き
ほ
ん
と
に
春
を
満
喫
さ
せ
る
光
景
で
あ
っ
た
。
彩
湖
を
渡

り
再
び
荒
川
の
左
岸
を
雉
の
鳴
き
声
、
鶯
の
さ
え
ず
り
を
聞
き
、
菜

の
花
の
黄
色
の
絨
毯
を
眺
め
な
が
ら
さ
く
ら
草
公
園（
正
式
に
は
、田

島
が
原
さ
く
ら
草
公
園
）に
到
着
し
た
。

　

さ
く
ら
草
の
自
生
地
は
当
所
だ
け
と
い
う
こ
と
で
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
一
面
と
は
言
え
な
か
っ
た
け
れ
ど
ピ
ン
ク
の
花
が
黄
色
の
ウ

ル
シ
の
花
の
中
に
咲
い
て
い
た
。

　

一
人
の
落
後
者
も
な
く
気
持
ち
よ
く
、
心
地
よ
い
疲
労
感
を
感
じ

つ
つ
志
木
駅
そ
ば
の「
魚
久
」に
て
懇
親
会
後
、
次
回
を
楽
し
み
に
散

会
し
た
。

▼
第
17
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
▲
平
成
24
年
11
月
10
日（
土
）

懐
か
し
の〝
都
電
〞三
ノ
輪
橋
か
ら

一
葉〝
た
け
く
ら
べ
〞ゆ
か
り
の
地

・
吉
原
を
巡
る

　

霜
月
十
日
土
曜
日
。
快
晴
、
参
加
者
19
人（
ご
家
族
含
め
）、
名
づ

け
て
「
懐
か
し
の
〝
都
電
〞
三
ノ
輪
橋
か
ら
一
葉
〝
た
け
く
ら
べ
〞

ゆ
か
り
の
地
〜
吉
原
を
巡
る
」。

　

メ
ダ
マ
の
最
初
は
都
電
に
乗
る
こ
と（
強
制
で
は
な
い
が
）。
な
ん

で
都
電
、
と
い
う
ム
キ
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ

ク
な
催
し
で
も
な
い
と
、
わ
ざ
わ
ざ
乗
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な

り
に
く
い
。
生
涯
の
後
半
に
一
度
だ
け
、
生
を
う
け
た
昭
和
の
時
代

に
し
ば
し
戻
っ
て
み
る
の
も
素
敵
で
は
な
い
か
。

　

次
の
メ
ダ
マ
は
樋
口
一
葉
で
あ
る
。
代
表
作『
た
け
く
ら
べ
』の
舞

台
竜
泉
寺
と
そ
の
界
隈
、
一
葉
の
旧
居
跡
、
記
念
館
等
、
一
葉
文
学

の
跡
を
訪
ね
る
。
同
館
で
は
15
分
程
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
て
い
た
だ
い

第27回ゴルフコンペ成績
　　　　　　　　　　　　　グロス　 ハンデ　 ネット
優　勝　田中　暁子　   97　　30　　67
準優勝　山田　壮晃　 106　　26　　80
３　位　乗光　弘二　　99　　17　　82

北田 はれ子
（36年 教）

鷹觜 愼吾
(37年 商）
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た（
予
約
）。
こ
れ
が
、
単
な
る
見
学
に

と
ど
ま
ら
ず
、
一
葉
へ
の
理
解
を
深
め

る
手
が
か
り
に
な
っ
て
、
好
評
で
あ
っ

た
。
五
千
円
札
の
功
徳
で
来
館
者
が
増

え
、
改
装
も
で
き
た
と
い
う
。

　

最
後
の
メ
ダ
マ
は
旧
吉
原
遊
郭
。『
墨

東
綺
譚
』（
永
井
荷
風
）を
彷
彿
さ
せ
る

も
の
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
何
代
目

か
の
見
返
り
柳
が
一
本
、
大（
お
お
）門

（
た
っ
た
一
つ
の
出
入
り
口
）近
く
に
う

ら
淋
し
く
立
っ
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
訪

ね
る
客
を
眺
め
て
い
る
。
彼
は
何
を
考

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
何
を
見
て
き
た

の
だ
ろ
う
。
問
う
て
み
た
い
風
情
で
あ
っ
た
。

　

女
性
は
勿
論
男
性
で
も
、
一
人
、
二
人
で
は
足
を
踏
み
入
れ
づ
ら

い
エ
リ
ア
で
、
こ
ん
な
機
会
に
見
学
で
き
た
こ
と
を
多
く
の
人
が
喜

ん
で
い
た
。〝
下
見
〞
な
ど
と
戯
言
を
言
い
な
が
ら
、
鷲
神
社
を
最

後
に
浅
草
に
向
か
う
。
浅
草
寺
詣
で
は
昼
食
後
そ
れ
ぞ
れ
に
と
い
う

こ
と
に
し
て
、
懇
親
会
場
の
ニ
ュ
ー
浅
草
に
入
っ
た
。

　

こ
の
会
場
は
、
仲
見
世
通
り
か
ら
一
本
東
の
メ
ト
ロ
通
り
に
面
し

た
居
酒
屋
。
た
っ
ぷ
り
の
飲
み
物
食
べ
物
が
、
疲
れ
た
身
心
を
た
っ

ぷ
り
癒
し
て
く
れ
た
。

　

こ
の
日
の
訪
問
場
所
を
記
し
て
お
く
。

①
宗
屋
敷
跡
〜
②
円
通
寺
〜
③
浄
閑
寺
〜
④
永
久
寺
〜
⑤
千
束
稲
荷
神
社

〜
⑥
竜
泉
寺
〜
⑦
一
葉
記
念
館
〜
⑧
一
葉
旧
居
跡
〜
⑨
飛
不
動
〜
⑩
大
黒

屋
の
寮
跡
〜
⑪
見
返
り
柳
〜
⑫
吉
原
弁
財
天
〜
⑬
鷲
神
社
〜
⑭
浅
草

▼
い
た
ば
し
花
火
大
会
観
賞
会
▲
平
成
24
年
８
月
４
日（
土
）

夏
は
や
っ
ぱ
り
花
火
だ

　

８
月
４
日（
土
）に
板
橋
花
火
大
会
が
荒
川
戸

田
橋
上
流
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配

さ
れ
た
雨
も
一
時
的
で
、
会
場
も
２
年
ぶ
り
の

大
会
で
あ
り
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
、
板
橋
区
長
の
開
会
挨
拶
に
始

ま
り
、
次
々
に
打
ち
上
が
る
大
迫
力
の
花
火

に
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

大
会
の
途
中
に
は
板
橋
観
光
協
会
会
長
の
音
頭
に
よ
る
観
客
15
万

人
と
の
三
本
締
め（
こ
ん
な
の
初
め
て
の
経
験
）に
よ
り
後
半
が
始
ま

り
、
光
の
花
が
夏
の
夜
空
に
咲
き
乱
れ
ま
し
た
。

　

終
盤
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
万
華
鏡
と
続
き
、

我
々
板
橋
稲
門
会
も
30
名（
家
族
を
含
む
）、
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

も
お
り
音
と
光
の
芸
術
に
充
分
酔
い
し
れ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
新
年
懇
親
会
▲
平
成
25
年
１
月
12
日（
土
）

未
来
へ
つ
な
が
る
喜
び
を
共
に

　

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
「
新
年
懇
親
会
」
は
、

板
橋
在
住
の
若
手
校
友
会
員
と
現
役
学
生
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
１
月
12
日（
土
）に
レ
ス

ト
ラ
ン
「
西
北
の
風
」
に
て
開
催
。
和
や
か
な

雰
囲
気
で
懇
親
を
深
め
、
大
変
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
役
員
会
終
了

後
の「
新
年
会
」、
12
月
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た

「
グ
ル
メ
の
会
」、そ
し
て
日
頃
ご
無
沙
汰
し
て

い
る
会
員
の
方
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
懇
親
を

深
め
て
い
た
だ
く
趣
旨
の
「
第
２
回
懇
親
会
」

を
コ
ラ
ボ
し
た
会
と
な
り
、
総
勢
52
名
の
参
加

で
し
た
。

　

今
回
は
是
非
と
も
早
稲
田
大
学
23
号
館
の
大

隈
記
念
タ
ワ
ー
15
Ｆ
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
西

北
の
風
」で
開
催
し
た
い
と
の
強
い
思
い
か
ら
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

久
し
振
り
に
母
校
を
訪
問
し
た
会
員
も
お
ら
れ
、
大
隈
記
念
タ
ワ
ー

の
15
Ｆ
か
ら
は
大
学
構
内
、
大
学
界
隈
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
懇
親
会
は
、
渡
辺
会
長
の
挨
拶
の
後
、
飯
田
名
誉
顧
問
の
ご

発
声
に
よ
る
乾
杯
、
そ
し
て
24
年
度
新
入
会
員
４
名
・
若
手
校
友
会

員
３
名
・
現
役
学
生
13
名
の
紹
介
と
続
き
、
そ
の
後
は
美
味
し
い
食

事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
和
気
藹
々
で
参
加
者
同
士
の
懇
談
、
懇
親
の

場
と
な
り
、
会
員
と
し
て
も
若
手
の
み
な
さ
ん
か
ら
大
き
な
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
北
の
風
を
経
営
す
る
「
馬
車
道
」
の
食
事
券
や
い
た
ば

し
カ
ル
タ
が
当
た
る
お
年
玉
を
全
員
で
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
て
決
め
る
余

興
も
あ
り
、
全
員
で
の
記
念
撮
影
の
あ
と
、
恒
例
の
校
歌
を
斉
唱
し

ま
し
た
。
後
日
、
参
加
さ
れ
た
学
生
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
お
願

い
し
ま
し
た
が
、「
先
輩
と
学
生
同
士
が
有
意
義
な
接
点
を
持
つ
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
好
評

で
し
た
。
参
加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
企
画
を
さ
ら
に
考
え
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
第
２
回
音
楽
の
集
い
▲
平
成
24
年
９
月
30
日（
日
）

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を

サ
ロ
ン
で
愉
し
む

　

第
２
回
の
音
楽
の
集
い
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
聴
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン
は
教
会
に
あ
る
パ
イ

北島 寿一
（40年 法）

プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

楽
器
で
す
。
鍵
盤
だ
け
で
な
く
足
を
使
い
、
そ

し
て
助
手
の
手
を
借
り
て
両
側
に
つ
い
て
い
る

ス
ト
ッ
ク
（
ノ
ブ
）
を
調
整
し
な
が
ら
音
色
を

作
っ
て
い
く
と
て
も
繊
細
な
楽
器
で
す
。

　

休
憩
時
間
に
は
板
橋
稲
門
会
特
製
の
Ｗ
刻
印

入
り
の
和
菓
子
を
い
た
だ
き
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
奏
者
の
江
尻
弘
子
さ
ん

に
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
他
で

は
味
わ
え
な
い
音
楽
の
楽
し
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
第
３
回
音
楽
の
集
い
▲
平
成
25
年
３
月
17
日（
日
）

楽
器
の
女
王
・
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
の

愉
し
み
を
満
喫

　

多
く
の
会
員
の
参
加
を
得
て
、
グ
ラ
ン
ド

ハ
ー
プ
の
演
奏
を
間
近
で
聴
け
る
催
し
が
開
か

れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
心
に
染

み
入
る
よ
う
な
音
色
を
堪
能
し
、
休
憩
時
に
は

実
際
に
ハ
ー
プ
を
弾
か
せ
て
（
？
）
も
ら
っ
た

り
、
恒
例
の
校
歌
も
ま
た
と
な
い
ハ
ー
プ
伴
奏

で
心
と
声
を
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。
演
奏
者

の
見
尾
田
さ
ま
、
毎
回
ス
テ
キ
な
企
画
を
考
え

て
実
施
し
て
く
だ
さ
る
田
中
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

藤田　治
（44年 理）

田中　巌
（56年 教）

村上 奉文
（41年 文）

稲門祭・ホームカミングディ
　創立130周年記念を迎えた校友の集い
　今年の稲門祭は晴天にも恵まれ、大勢の校
友が早稲田の杜で親睦を深めたビッグイベン
トでした。
　正午から、大隈講堂の前でオープニングセ
レモニーがスタートし、トークイベントでは
「被災地 からのメッセージ」をテーマの震災と復興のシンポジ
ウムが開かれ、ミニコンサートではクミコさんが熱唱。例年通
りのキャラバンツアーを始め、特売品の販売、オリジナルグッ
ズの販売など。また、今回は震度7を体験するコーナーがあっ
たほか、早大創立130周年ということもあり「大隈重信と小
野梓展」の展示など盛り沢山の企画でした。
　大隈庭園では例年通り東京都23区支部の模擬店出店があり、
野外コンサートでは、OBによるジャズ・ハワイアンなどの演奏、
現役学生のフラダンスやOBが指導したチビッ子チアリーダー
の演技などがあり、和やかな雰囲気の中で、懐かしく、また微
笑ましく感じられた内容のアトラクションでした。
　また、当会への入会希望者が来られた成果もありました。板
橋稲門会からは、渡辺会長他4名の計5名が参加しましたが、
来年は当会が東京都23区支部の幹事となることから、板橋稲
門会からは大勢の会員の方の参加をお願いすることとなります
ので、ご協力のほど宜しくお願いいたします。

記・鷹觜 愼吾（37年 商）



▼
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
観
戦
▲
平
成
24
年
12
月
２
日（
日
）

早
明
戦
観
戦
記

　

板
橋
稲
門
会
と
し
て
初
め
て

大
学
ラ
グ
ビ
ー
早
明
戦
観
戦
、

今
回
の
早
明
戦
は
記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
の
対
戦

と
の
こ
と
で
あ
る
。
個
人
的
に
は
卒
業
以
来
で
あ
り
、

た
い
へ
ん
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
ぞ
く
ぞ
く
と
人
が

集
ま
っ
て
く
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
稲
門
会
の
の
ぼ

り
が
立
っ
て
い
る
。
来
年
は
ぜ
ひ
、
板
橋
稲
門
会
の
旗
を
立
て
よ
う

と
強
く
感
じ
た
。
場
内
で
は
す
で
に
派
手
な
応
援
合
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
。
チ
ア
ガ
ー
ル
の
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
演
技
も
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ロ
ス
タ
イ
ム
の
ト
ラ
イ
で
、
結
局
32
対
33
と
逆
転
負
け
を
喫
し
て

し
ま
っ
た
。
し
か
も
１
点
差
で
あ
る
。
明
治
に
負
け
た
の
は
４
年
振

り
だ
そ
う
で
、
も
の
す
ご
く
悔
し
い
思
い
で
、
が
っ
く
り
と
肩
を
落

と
し
て
帰
路
に
着
い
た
。
結
果
的
に
帝
京
・
筑
波
・
明
治
の
史
上
初

の
３
校
同
時
優
勝
と
な
り
、
早
稲
田
は
４
位
に
終
わ
っ
た
。
し
か
し

伝
統
の
一
戦
で
あ
り
、
直
接
観
戦
す
る
と
応
援
も
含
め
迫
力
が
違
う
。

解
説
が
な
い
の
で
分
か
り
に
く
い
面
も
あ
る
が
、
ぜ
ひ
来
年
も
来
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
例
年
、
12
月
の
第
一
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
の
で
、
今
か
ら
予
定
に
入
れ
て
お
き
た
い
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
御
一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

▼
第
９
回
食
べ
歩
き
の
会
▲

平
成
25
年
３
月
９
日（
土
）・
ダ
ジ
ュ
ー
ル
大
塚

隠
れ
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で

創
作
フ
レ
ン
チ
を
堪
能

　

も
っ
と
大
勢
の
会
員
に
参
加
し
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
今
回
か

ら
『
グ
ル
メ
の
会
』
改
め
『
食
べ
歩
き

の
会
』
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
「
ダ
ジ
ュ
ー
ル
大
塚
」、
創
作

フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
中
台

の
Ｓ
Ｂ
通
り
に
面
し
て
い
ま
す
が
、
正
面
は
高
い
ブ
ッ
ロ
ク
塀
に
囲

ま
れ
看
板
も
何
も
な
い
、
ど
う
見
て
も
普
通
の
民
家
に
し
か
見
え
ま

せ
ん
。
実
は
、
入
り
口
は
細
い
路
地
を
曲
が
っ
た
裏
手
に
あ
っ
て
分

か
り
難
い
の
で 

す
。
こ
う
い
う
の
を
隠
れ
家
的
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
店
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
探
し
回
っ
た
と
い
う
人
が
何

人
も
い
ま
し
た
。
当
日
は
風
も
な
く
大
変
温
か
な
日
和
で
、
参
加
者

は
22
名（
女
性
５
名
男
性
17
名
）で
し
た
。
始
め
に
渡
辺
会
長
か
ら
、

今
年
は「
23
区
支
部
」の
当
番
校
に
当
た
る
た
め
板
橋
稲
門
会
と
し
て

は
全
員
で
取
り
組
も
う
と
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
飯
田
名
誉
顧
問
の

乾
杯
で
会
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

前
菜
は
鯛
と
サ
ー
モ
ン
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、
穴
子
の
フ
リ
ッ
ト
、

メ
イ
ン
料
理
は
魚
か
肉
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
魚
は

鱸
（
ス
ズ
キ
）
の
ソ
テ
ー
、
肉
は
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
で
し
た
が
、

肉
を
頼
ん
だ
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
次
は
こ
の
店
な
ら
で
は
の

「
土
鍋
の
炊
き
込
み
ご
飯
」 

お
新
香
付
き
と
ア
サ
リ
の
味
噌
汁
、
ま

る
で
居
酒
屋
か
定
食
屋
の
よ
う
で
す
。
デ
ザ
ー
ト
は
洋
梨
の
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
に
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
、
最
後
に
コ
ー
ヒ
ー
ま
た
は
紅
茶
。

　

庭
に
射
し
込
む
陽
光
を
眺
め
な
が
ら
和
や
か
な
談
笑
と
和
洋
折
衷

の
料
理
を
楽
し
み
、
み
な
さ
ん
満
足
の
笑
顔
を
交
わ
し
て
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

▼
囲
碁
の
会
▲
平
成
24
年
11
月
３
日（
土
）

和
気
藹
々
で「
囲
碁
の
会
」が
ス
タ
ー
ト
！

　

本
年
度
よ
り
開
催
行
事
に
「
囲
碁
大
会
」
を

組
み
入
れ
る
こ
と
と
な
り
、
第
１
回
を
11
月
３

日（
土
）に
和
気
藹
々
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

①
会
の
名
称
は
、
ま
だ
少
人
数
の
参
加
者
に

て「
囲
碁
の
会
」と
す
る　

②
開
催
頻
度
は
、
１

〜
２
ヵ
月
に
１
回
開
催
す
る
こ
と
と
す
る　

③

会
場
は
、
少
人
数
の
内
は
当
会
斉
藤
会
員
邸
の

和
室
に
て
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
参
加
者
が
増

え
て
来
た
ら
別
の
会
場
を
考
え
る　

④
今
後
の
展
開
方
法
を
Ｐ
Ｒ
し

て
、
多
数
の
会
員
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
（
初
心
者
の
参
加
も
大

歓
迎
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
付
け
る
こ
と
も
Ｐ
Ｒ
）
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
２
回
目
は
12
月
１
日（
土
）に
開
催
、
３
回
目
は
平
成
25

年
１
月
27
日（
日
）に
新
年
初
打
ち
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
新
年

度
も
引
き
続
き
斉
藤
友
一
さ
ん
に
担
当
幹
事
を
お
願
い
す
る
こ
と
、

２
〜
３
ヶ
月
に
１
回
開
催
す
る
こ
と
、
ま
っ
た
く
囲
碁
を
打
っ
た
こ

と
の
な
い
会
員
の
参
加
も
可
と
い
う
こ
と
で
新
規
参
加
者
を
募
集
す

る
こ
と
、
近
隣
の
稲
門
会
と
の
コ
ラ
ボ
も
念
頭
に
運
営
を
考
え
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
対
局
結
果
は
記
録
と
し
て
残
し
、
各
参
加
者
の
腕
前
向
上

の
励
み
と
す
る
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。　
　
　
　

  

記
・
藤
田　

治

▼
板
橋
区
民
ま
つ
り
▲
平
成
24
年
10
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）

今
年
も
区
民
ま
つ
り
に
出
店
！

多
数
の
新
入
会
員
情
報
を
取
得
！

　

板
橋
稲
門
会
は
、
今
年
も
競
争
の
厳
し
い
抽

選
で
当
選
し
、
区
民
ま
つ
り
に
出
店
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
黄
金
の
右
腕
を
持
つ
菅
原
副

幹
事
長
の
功
績
で
す
。
し
か
し
来
年
も
出
店
で

き
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
い
と
い
う
認
識
の

も
と
、
今
回
の
成
果
を
し
っ
か
り
挙
げ
ら
れ
る

よ
う
真
剣
に
検
討
を
重
ね
、
目
的
を
「
早
大
入

学
希
望
者
へ
の
資
料
配
布
」
と
「
当
会
の
新
入

会
員
募
集
」
と
し
、
先
ず
は
会
員
の
方
に
新
入

会
員
候
補
の
紹
介
を
依
頼
、
会
場
へ
の
同
行
を

お
願
い
し
、
会
場
で
入
会
申
込
を
し
て
い
た
だ
い
た
新
入
会
員
に
は

当
会
25
周
年
記
念
と
し
てW
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記
念
キ
ャ
ッ
プ
を
進
呈
す
る

と
い
う
恩
典
を
つ
け
ま
し
た
。
第
２
の
企
画
は
、
若
手
校
友
会
員
の

方
に
Ｄ
Ｍ
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
、
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
の
閲

覧
と
区
民
ま
つ
り
へ
の
来
場
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
、
昨

年
を
大
幅
に
上
回
る
９
名
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
当
初
の
成
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、
各
会
員
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
大

変
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

な
お
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
ビ
ー
ル
を
再
現
し

た
「
ナ
イ
ル
ビ
ー
ル
」
や
「
地
ビ
ー
ル
早
稲
田
」
の
販
売
は
、
野
田

屋
酒
店
さ
ん
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
初
日
の
夕
方
に
は
「
地

ビ
ー
ル
早
稲
田
」
の
完
売
御
礼
の
張
り
紙
を
す
る
な
ど
好
調
な
売
上

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
板
橋
区
に
ナ
イ
ル
ビ
ー
ル
の
ブ

ラ
ン
ド
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。
ま
た
、

会
員
各
位
に
は
、
出
店
準
備
や
会
場
に
て
の
新
入
会
員
募
集
活
動
を

手
伝
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

  

記
・
藤
田　

治

▼
早
慶
戦
観
戦
▲
平
成
24
年
10
月
28
日（
日
）

勝
利
を
祝
い
、イ
タ
メ
シ
屋
で
乾
杯
！

　

早
慶
戦
観
戦
会
が
行
わ
れ
板
橋
稲
門
会
も
応
援
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
！
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
試
合
中

は
ほ
と
ん
ど
雨
が
降
る
こ
と
は
な
く
最
後
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
は
６
対
３
で
早
稲
田
が
勝
ち
ま
し
た
。
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
い
い
試
合
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
（
ち
ょ
っ
と
慶
応
の
エ
ラ
ー
は
目

立
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
…
）

　

試
合
後
は
稲
門
会
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
青
山
一
丁
目
の
イ
タ
メ

シ
屋
で
祝
勝
会
を
行
い
ま
し
た
。

幹
事
・
林
田
重
剛
、
山
上
郁
雄

　

最
近
の
板
橋
稲
門
会
の
充
実
振
り
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
今
年
も
会
員
の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
活

発
な
活
動
へ
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
事
務
局
の
連
携
で

進
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
大
い
に
期
待
し
て
、
各
種
の
企
画

に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

先
ず
は
活
動
の
源
泉
で
あ
り
、
原
資
と
な
り
ま
す
の
で
、

返
信
ハ
ガ
キ
で
の
お
返
事
と
会
費
の
納
入
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

板
橋
稲
門
会 

役
員
・
事
務
局
一
同
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